
8月になりました。今年の夏は一段と暑

いですね…。熱中症予防のため、こまめな

水分補給を心がけましょう。こんにちは。

すずき歯科医院、副院長の鈴木です。 

スポーツドリンクを飲んだ後のお口の中は非常に

虫歯の出来やすい状態となりますので気をつけま

しょう！ 

さて、風鈴の音色は暑いときでもさわやかな気

分にさせてくれます。風鈴の起源は中国の風鐸（ふうたく）と言う道具が起源で、竹林に下

げて風の向き、音の鳴り方で、物事の吉凶を占っていたそうです。日本には仏教と一緒に伝

わり、厄除けとして使われていました。ガラス製の風鈴が出始めたのは1700年頃。長崎

のガラス職人によってビイドロ（オランダ・ガラス）製の風鈴が作られ、大阪、京都、江戸

を興行しながら伝わっていきました。 

風鈴の音色には、安らぎへと導いてくれるといわれ

る１/ｆのゆらぎがあるそうです。さらに、小川のせ

せらぎや小鳥のさえずりなどと同じ高周波音が含ま

れており、これが脳内のストレスを抑制し、暑さによ

る不快やイライラをやわらげてくれる癒しの効果が

あるといわれているのです。窓辺に風鈴をかけたら、

暑さも和らぐかもしれませんね！ 
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すずき歯科医院からのお知らせ 

 

8月の休診日【日曜・祭日以外】は 

8日・14～17日・22日・29日 
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すずき歯科医院 第53号 
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★増えている認知症患者 

高齢化に伴い、認知症の患者数は年々増加しています。認知症とは、物を忘れたり場所

や人を覚えられなくなるなど、日常生活に支障をきたす程度に記憶機能やその他の認知機

能が低下した状態をいいます。その中の一種、アルツハイマーは、脳を

構成している神経細胞が通常の老化よりも急速に減ってしまうことによ

り、認知症になってしまう病気です。 

★歯周病とアルツハイマーの関係 

最近の研究により、歯周病がアルツハイマー型痴ほう症を悪化させることが明らかにな

りました。これまで歯周病とアルツハイマー病の関係は科学的に研究されていませんでし

たが、この実験により、歯周病治療で、認知症の進行を遅らせられる可能性が出てきたそ

うです。このほかにも、歯周病になり歯を失うと、うまく咀嚼ができなくなり、脳への刺

激が低下しアルツハイマーになりやすくなると言われています。７０歳後半の健康な高齢

者の歯の本数は平均９本なのに対し、脳血管性認知症患者の歯の本数は平均６本、アルツ

ハイマー型認知症患者の歯の本数は平均３本だという研究結果があります。歯の本数が多

い人ほど認知症になりにくい傾向にあるのです。 

★歯周病を予防しよう 

歯周病とは、歯垢（プラーク）の中の細菌によって歯肉に炎症を起こし、やがては歯を

支えている歯槽骨を溶かし歯が抜けてしまう病気です。日本人の30歳以上の約８０％以

上の人が発症していると言われています。自覚症状がほとんどない為に、気づかないうち

に悪化しがちですが、正しい知識と生活習慣で、十分に防げ、治せる病気

でもあります。 

１． 歯磨き： 

歯周病の原因となるプラークを歯磨きで丁寧に取り除きましょう。自分で

の歯磨きでは取りきれない歯のすき間や、歯肉の境目の歯垢は、プロの手

で歯のクリーニングをすることにより、効果的に除去することができます。磨き残した歯

垢は3か月たつとその毒性が強くなるので、歯のクリーニングは3か月に1度が良いと

されています。 

２． 生活習慣の改善： 

食生活：栄養バランスのとれた規則正しい食事を心がけましょう。 

喫煙習慣：タバコを吸うと血行がわるくなり、歯周病を悪化させます。禁煙を心がけまし

ょう。不規則な生活：不規則な生活による睡眠不足は、体の免疫機能を低下させ、歯周病

ケアにも影響が出ます。規則正しい生活を心がけましょう。また、メタボリック

シンドロームは歯周病と深い関係があります。太りすぎないよう、適度な

運動をしましょう。 

   

歯周病予防で認知症も予防！？ 


